
  

 
 

２万５千分１活断層図「熊本」について 
 

２万５千分１活断層図「阿蘇」「熊本」位置図 

 
 

資料２ 

 公開図葉  整備済図葉（「八代」については、更新作業中） 

阿蘇 

熊本(改訂版) 

八代 

雲仙 



  

 
 

１．２万５千分１活断層図「熊本」の概要 

 
 

①布
ふ

田川
た が わ

断層 

②日奈久
ひ な ぐ

断層 

出
いで

ノ
の

口
くち

断層 
③ 

④北甘木
き た あ ま ぎ

断層 

⑤新たに確認された活断層 

（益城町
ま し き ま ち

寺
てら

迫
さこ

から同町広崎
ひろざき

の断層） 
⑥新たに確認された活断層

（水前寺
す い ぜ ん じ

断層） 

⑦新たに確認された活断層 

（立田山
た つ た や ま

断層） 



  

２．今回の調査で得られたこと 
「熊本」図葉には、布

ふ

田川
た が わ

断層 20km、日奈久
ひ な ぐ

断層 3km、 出
いで

ノ
の

口
くち

断層 7.7 km、北甘木
き た あ ま ぎ

断層 3.9 km、
新たに確認された活断層（益城町

ま し き ま ち

寺
てら

迫
さこ

から同町広崎
ひろざき

の断層）4.2 km、新たに確認された活断層（水前寺
す い ぜ ん じ

断層）7 km、新たに確認された活断層（立田山
た つ た や ま

断層）2.4 km、その他の推定活断層を表示していま
す。 
表示した活断層は、以下のとおりです。 

 断層名 断層について 長さ 

① 布
ふ

田川
た が わ

断層 

西原村
にしはらむら

布田
ふ た

付近から甲佐町
こ う さ ま ち

白旗
しらはた

付近に延びる全体的には右横ずれ※変

位と断層南東側隆起（北西落ち）を主体とする断層です。益城町
ま し き ま ち

上
かみ

陳
じん

付近で西方に延びる断層と、同町砥
と

川
がわ

付近で北甘木断層と分岐してい

ます。熊本地震による地震断層が布田川断層上で確認されました。ま

た、断層上では、益城町田中や布田付近をはじめとして複数箇所で河

谷や火山の山体の右横ずれの変位が確認できます。 

20 km 

② 日奈久
ひ な ぐ

断層 

甲佐町
こ う さ ま ち

田口付近から熊本市南区宮原
みやのはら

付近まで、全体的に北東から南

西方向に延びる断層です。熊本市南区本村
ほんむら

、土
は

鹿野
し か の

付近では活撓曲
とうきょく

※、

同市南区と甲佐町の境界付近では段丘面上で活褶 曲
しゅうきょく

※が確認できま

す。 

3 km 

③ 出
いで

ノ
の

口
くち

断層 

西原村出ノ口から同村小野付近まで布田
ふ た

川
がわ

断層の南側の山麓基部を

並走する全体として南東側隆起（北落ち）を主体とする縦ずれ※断層

です。出ノ口断層に沿って熊本地震による地震断層が確認されまし

た。また、西原村宮山から出ノ口付近では、北落ちの断層と平行する

南落ちの断層が並走しています。 

7.7 km 

④ 北甘木
きたあまぎ

断層 

布
ふ

田川
た が わ

断層と益城町
ま し き ま ち

砥
と

川
がわ

付近で西方に分岐する断層です。断層の連続

性をみると，布田川断層の一部を構成していると考えられます。断層

が並走し、小規模な地溝帯が形成されています。熊本地震による地震

断層が北甘木断層上及びその周辺に確認されました。また、益城町

小池
お い け

、嘉島町
か し ま ま ち

北甘木付近では活撓曲、益城町下原
しもばる

、櫛
くし

島
じま

付近では活

褶 曲
しゅうきょく

が確認できます。 

3.9 km 

⑤ 

新たに確認さ

れ た 活 断 層

（益城町
ま し き ま ち

寺
てら

迫
さこ

から同町広崎
ひろざき

の断層） 

益城町
ま し き ま ち

上
かみ

陳
じん

付近で布田
ふ た

川
がわ

断層から分岐し、益城町木山
き や ま

を経由し同町

広崎
ひろざき

に延びる断層を布田川断層の一部と位置づけました。この断層上

及びその周辺に熊本地震による地震断層が確認されました。また、益

城町寺迫から同町広崎までの区間を新たに活断層として確認しまし

た。益城町寺迫から同町福富
ふくどみ

にかけては、段丘面や火砕流台地上で活

撓曲
とうきょく

が確認できます。 

4.2 km 

⑥ 
新たに確認さ

れ た 活 断 層

（水前寺
す い ぜ ん じ

断層） 

熊本市中央区渡
と

鹿
ろく

付近から同市東区沼山津
ぬ や ま づ

付近まで断層線が複数走

行する断層です。熊本地震による地震断層が一部で新たに確認されま

した。また、断層線上には活撓曲
とうきょく

が段丘面上に複数確認できます。 
7 km 



  

⑦ 
新たに確認さ

れ た 活 断 層

（立田山
た つ た や ま

断層） 

南北走向で北区立田山西縁に沿って分布し、全体的に東側隆起(西落
ち)する縦ずれ断層です。一部はこれまで推定活断層とされていまし
たが、新たに活断層として確認されました。また、並走する西側の活

断層線では段丘面上に撓曲崖が確認できます。                                              

2.4 km 

注：断層の長さは本図に表示されている範囲です。 
「※」は、参考資料２の「７．用語の説明」を参照 

 


